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社会福祉法人　さつま町社会福祉協議会

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
各
種
福
祉
事
業
推
進
に
あ
た
り
ま
し
て
、
町
民
の
皆
様
方
に

は
日
頃
か
ら
円
滑
な
運
営
と
各
種
の
事
務
、
事
業
の
推
進
に
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
深
く
感

謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
元
日
は
能
登
半
島
地
震
、
８
月
に
は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
情
報
も
発
表
さ
れ
た
日
向
灘
を
震
源
と

し
た
地
震
、
９
月
に
は
能
登
半
島
豪
雨
と
、
全
国
各
地
で
多
く
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

犠
牲
と
な
ら
れ
ま
し
た
方
々
と
ご
家
族
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
地
域
福
祉
を
め
ぐ
る
情
勢
は
非
常
に
厳
し
く
な
って
き
て
お
り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進

行
に
伴
う
人
口
減
少
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
の
多
様
化
、
物
価
高
騰
な
ど
経
済
情
勢
の
厳
し
さ
等
、

地
域
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
お
り
ま
す
。
地
域
福
祉
に
求
め
ら
れ
る
も
の
が
ま
す
ま

す
複
雑
多
様
化
し
て
い
く
中
、
本
町
で
は
行
政
を
は
じ
め
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
及
び
民
生
委
員
・
児
童

委
員
や
他
の
社
会
福
祉
法
人
と
連
携
し
、
地
域
の
人
び
と
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
が
で
き

る
よ
う
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
、
福
祉
給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
、
介
護
保
険
事
業
、
日
本
赤
十
字
・

赤
い
羽
根
共
同
募
金
事
業
な
ど
多
く
の
福
祉
事
業
を
行
って
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
、
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
や
核
家

族
に
伴
う
家
庭
・
家
族
の
介
護
力
の
低
下
な
ど
に
よ
る
認
知
症
高
齢
者
や一人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
が
増

加
傾
向
に
あ
る
中
、
町
と
連
携
し
て
設
置
さ
れ
た
「
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
」
が
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
、
当
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
福
祉
支
援
事
業
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
相
互
援
助
活
動
事
業
を
推
進
す
る
な
ど
、
多
様
化
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
こ
と
を
心
が

け
て
お
り
ま
す
。

　
本
年
も
、
各
種
福
祉
事
業
の
更
な
る
充
実
と
発
展
に
役
職
員一丸
と
な
って
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
の

で
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
、
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　
社
会
福
祉
法
人
　
さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会
　

会
長
　
大
　
園
　
良
　
正

【よりあい処「幸」とは？】
　さつま町紫尾地区にある旧商店跡地を利用し、地域の高齢者の方々を中心とした寄り合いの場所
（居場所）として、令和２年11月１日に開所されました。
　現在は、主に週２回（月・水）、ころばん体操やレクリエーション、オレンジカフェ（認知症カ
フェ）などを住⺠主体で運営されています。参加者の方は、20名程で、みなさんこの場所に集まり、
活動することを楽しみにされています。

よりあい処「幸」〈地域の居場所〉の活動紹介
　令和６年12月25日（水）、地域の居場所となっているよりあい処「幸」にて、忘年会が開催されました。
参加者のみなさんでお弁当やケーキを食べたり、余興をしたりなど笑いの絶えない楽しい会となりました。
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社会福祉法人　さつま町社会福祉協議会

募金総額（令和6年12月27日現在）　￥4,292,660
赤い羽根共同募金とは？
　共同募金は、戦後間もない昭和22年（1947）年に、市民が主体の民会運動として始まりました。
　当初、戦後復興の一助として、被災した福祉施設を中心に支援が行われ、その後、法律（現在の
「社会福祉法」）に基づき、地域福祉の推進のために活用されてきました。
　社会の変化の中、共同募金は、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよう、さま
ざまな地域福祉の課題解決に取り組む民間団体を応援する、「じぶんの町を良くするしくみ。」とし
て取り組まれています。

共同募金は10月１日から翌３月31日まで
　運動は、北海道から沖縄まで全国一斉に行われます。
　毎年１回、全国一斉に募金を行うため、厚生労働大臣の告示によって、募金期間が決められてい
ます。10月から12月までは一般募金を、12月中は歳末たすけあい募金もあわせて行います。
　また、この期間以外でも、様々な寄付金を取り扱っています。

【戸別募金】
公民会・集落における募金

募金額/￥3,949,800

【職域募金】
会社や職場における募金

募金額/￥161,308

【街頭募金】募金額／￥31,325
　令和６年11月７日（木）にプラッセだいわ宮之城店様のご協力にて、薩摩中央高等学校ボランティア部の
みなさんと街頭募金を行いました。

【学校募金】
学校における募金

募金額/￥53,785

【イベント・その他募金】
募金箱や寄付における募金

募金額/￥96,442

ご協力ありがとうございました

ご協力
ありがとう
ございました。
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令和６年度赤十字奉仕団研修会のようす

さつま町食生活改善推進委員連絡協議会
における炊き出し訓練のようす
（令和６年度ボランティア養成講座）

　令和６年11月13日（水）、令和６年度日本赤十字奉仕団研修会を行いました。
　研修では、毎年恒例であるハイゼックス（耐熱袋）を使った炊き出し訓練を行い、その後、講師とし
てお招きした日本赤十字社鹿児島県支部：砂原氏、赤十字防災教育指導員：津代氏と、令和６年能登半
島地震災害における日本赤十字社の活動の説明や家具安全対策ゲーム（KAG）を行いました。

　令和６年11月21日（木）、さつま町食生活改善推進委員連絡協議会のみなさんと災害ボランティア
センターについての説明と炊き出し訓練を行いました。
　炊き出し訓練では、ハイゼックス（耐熱袋）を使ったカレー風味のご飯、また市販の耐熱袋を使った
ポトフやサラダなど災害時を想定した調理方法で、バランスの取れた食事を作りました。
　今回の訓練において、災害時における食事支援のあり方ついても深く考えていただく機会になりました。

★日赤奉仕団とは？★
　「赤十字のボランティア活動を通じて地域社会に貢献したい」という思いを持った人びとによって市
区町村ごとに組織されたボランティアグループです。
　さつま町では、ボランティアグループ「さつま遊友会」が中心となり赤十字研修の参加や炊き出し訓
練などの活動を行っています。

家具安全対策ゲーム
（KAG）とは？
　自宅の間取りから、
地震などの際に、家具
が倒れるおそれなどが
ある危険箇所に印をつ
けてもらうことで防
災・減災意識を高める
ゲームです。
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☆支え合いマップづくりとは？☆

　さつま町社会福祉協議会では、区や公民会などの地域ごとに「支え合いマップづくり」を行っ
ています。住宅地図（マップ）を使用し、見守りが必要な高齢者等をわかりやすく把握できる
ツールの1つです。※個人情報などについては、配慮しながら行います。

平川区支え合いマップづくりのようす
　令和６年11月27日（水）、平川区にて支え合いマップづくりの見直しが行われました。地域住民の
方々が集まり、各公民会ごとの住宅地図（マップ）をもとに見守りが必要な方の確認や情報共有を行っ
ていただきました。加えて、各公民会で今後目標として取り組んでいく地域福祉活動について共有を図
りました。
　今後、平川区として地域福祉活動の取り組みを継続していくために活発な意見交換がなされました。

　令和６年11月22日（金）、鶴田中央公民館にてサロン代表者交流会を開催しました。今回は、役場
総合政策課情報戦略推進係のご協力もいただき、「ｅスポーツ体験」ということで、最新のゲーム機や
タブレットを使用し、「太鼓のゲーム」や「ボウリング」、「脳トレ」などを行いました。
　参加者からは、「あっという間の時間でした。」「サロンでできたらいいです。」「久しぶりに童心に
返り楽しい時間でした。」などの感想をいただきました。
　ゲームを使用し、体を動かしたり、頭の体操をしたりすることで、子どもだけでなく大人も楽しむこ
とができる内容でした。

令和６年度サロン代表者交流会のようす

太鼓のゲーム ボウリング
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令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
及
び
大
雨
災
害
に
お
け
る

　
珠
洲
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
支
援
の
報
告

　
令
和
６
年
11
月
13
日
～
11
月
17
日
に
か
け
て
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
で
あ
る
珠
洲
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
支
援
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
地
震
災
害
に
続
き
、
９
月
の
豪
雨
災
害
も
重
な
り
、
被
災
地
に
て
多
く
の
倒
壊
し
た
家
屋

や
道
路
の
寸
断
、
水
害
に
よ
る
多
量
の
土
砂
流
出
な
ど
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。
未
だ

断
水
も
続
い
て
る
所
も
あ
り
、
住
民
の
方
々
は
、
不
安
な
日
々
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
住
民
の
方
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
依
頼
を
受
け
た
後
に
、
現
地
を
調
査
す
る

「
現
地
調
査
班
」
と
い
う
役
割
に
従
事
し
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
依
頼
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
公
費
解
体
予
定
の
ご
自
宅
か
ら
仏
壇
等
の
貴
重
品
の
取
り
出
し
、
壁
の

簡
単
な
補
修
や
屋
根
へ
の
ブ
ル
ー
シ
ー
ト
張
り
な
ど
が
挙
が
っ
て
き
て
い
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
は
全
国
か
ら
50
～
80
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
来
て
く
だ
さ
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
若
い
方
も
多
く
「
お
互
い
様
の
精
神
が

幅
広
い
年
代
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
」
こ
と
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
運
営
支
援
を
通
じ
て
、
ま
ず
は
、
①
個
人
と
し
て
災
害
に
対
す
る
備
え
と
災
害
が

起
こ
っ
た
場
合
に
、
命
を
守
る
行
動
を
と
れ
る
よ
う
に
日
頃
か
ら
考
え
る
な
ど
災
害
へ
の
意

識
を
高
め
る
こ
と
。
②
行
政
・
社
協
・
企
業
・
地
域
な
ど
組
織
と
し
て
、
地
震
・
水
害
・
津

波
な
ど
災
害
ご
と
に
被
災
状
況
や
支
援
ニ
ー
ズ
が
異
な
る
こ
と
を
想
定
・
予
測
し
て
、
災
害

訓
練
や
連
携
な
ど
を
行
う
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
　
さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
　

地
域
福
祉
係
　
下
口 

和
郎

珠洲市
（すずし）

石川県
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
皆
様
方
よ
り
い
た

だ
き
ま
し
た
寄
付
を
、
地
域
福
祉
の
向
上
の
た

め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

（
令
和
６
年
９
月
１
日
〜

　
　
令
和
６
年
11
月
30
日
受
付
分
）

上
之
原　
貢	

（
霧
島
市
）	

故　
上
之
原
知
利
子

下
田　
敏
郎	

（
宮
之
城
屋
地
）	

故　
下
田
ア
サ
子

松
永　
郁
代	

（
二
渡
）	

故　
松
永　
芳
和

山
下　
信
男	

（
求
名
）	

故　
山
下　
裕
介

薗
田　
武
德	

（
広
瀬
）	

故　

田　
ト
メ

假
屋
原
エ
ミ
子	

（
宮
之
城
屋
地
）	

故　
假
屋
原
末
広

小
川
内　
繁	

（
広
瀬
）	

故　
小
川
内
ハ
ル
カ

瀧
田　
壽
彬	

（
湯
田
）	

故　
瀧
田　
伯
子

原
園　
修
二	

（
鹿
児
島
市
）	

故　
原
園　
二
子

小
久
保
進
一	

（
紫
尾
）	

故　
小
久
保
よ
し

宇
都
宮
貞
一	

（
久
富
木
）	

故　
宇
都
宮
一
郎

眞
崎　
節
子	

（
山
崎
）	

故　
眞
崎　
計

上
野　
則
子	

（
柏
原
）	

故　
上
野　
祥
司

髙
下　
聖
也	

（
鶴
田
）	

故　
髙
下　
直
子

山
澤
津　
守	

（
柏
原
）	

故　
山
澤
津　
晃

福
添　
信
子	

（
求
名
）	

故　
福
添　
幸
藏

川
平
ヱ
イ
子	

（
泊
野
）	

故　
川
平　
洋
一

小
向
井
千
保	

（
虎
居
）	

故　
小
向
井
道
子

久
保
薗
正
昭	

（
田
原
）	

故　
久
保
薗
享
子

濵
田　
敬
造	

（
柊
野
）	

故　
濵
田　
ハ
ツ

市

ア
ツ
子	

（
平
川
）	

故　
市
　
忍

下
木
場
重
孝	

（
二
渡
）	

故　
下
木
場
節
子

亀
田　
典
昭	

（
伊
佐
市
）	

故　
亀
田　
典
子

小
田
原
治
子	

（
轟
町
）	

故　
小
田
原
邦
弘

中
間　
妙
子	

（
平
川
）	

故　
中
間　
貞
美

櫛
山　
恭
子	

（
宮
之
城
屋
地
）	

故　
櫛
山　
健
一

宮
後　
時
夫	

（
求
名
）	

故　
髙
橋
ゆ
か
り

是
枝
ひ
と
み	

（
宮
之
城
屋
地
）	

故　
是
枝　
亘

立
和
名
ミ
ツ
子	

（
宮
之
城
屋
地
）	

故　
立
和
名
實
德

德
留　
チ
ヅ	

（
紫
尾
）	

故　
德
留　
千
秋

中
馬　
清
子	

（
旭
町
）	

故　
中
馬　
尚
義

中
野　
渉	

（
鹿
児
島
市
）	

故　
中
野
ス
ミ
ヱ

毛
利　
芳
幸	

（
時
吉
）	

故　
毛
利
ヨ
シ
子

中
原　
浩
一	

（
宮
之
城
屋
地
）	

故　
中
原
壽
美
子

迫　
美
和
子	

（
船
木
）	

故　
前
野　
稲
子

滿
尾　
裕
一	

（
鹿
児
島
市
）	

故　
滿
尾　
ト
シ

松
元　
ヤ
ツ	

（
田
原
）	

故　
松
元　
公
則

伊
東　
立
子	

（
虎
居
）	

故　
伊
東　
成
弘

内
之
倉
タ
キ
子	

（
広
瀬
）	

故　
内
之
倉
成
功

亀
澤　
勉	

（
田
原
）	

故　
亀
澤　
和
子

轟
原　
哲
三	

（
轟
町
）	

故　
轟
原
フ
ヂ
エ

池
山　
妙
子	

（
永
野
）	

故　
池
山　
憲
一

尾
付
野
文
子	
（
湯
田
）	

故　
尾
付
野
義
信

山
下　
春
子	
（
神
子
）	

故　
山
下　
次
雄

植
囿　
達
也	
（
虎
居
）	

故　
植
囿　
豊
子

小
緑　
繁	

（
湯
田
）	

故　
小
緑　
正
子

島
子　
典
子	

（
求
名
）	
故　
島
子　
恭
二

小
山　
高
德	

（
神
子
）	
故　
小
山　
悦
子

牟
礼
奈
美
子	

（
虎
居
）	
故　

牟
礼　
繁

橋
口　
達
也	

（
東
京
都
）	

故　
橋
口　
フ
シ

匿
名
希
望
　
7
　
件
　

■
訂
正
と
お
詫
び

　
社
会
福
祉
協
議
会
だ
よ
り
「
さ
つ
ま
町
の

ふ
く
し
」
№
68
（
令
和
６
年
10
月
発
行
７

ペ
ー
ジ
）
に
お
い
て
、
記
載
内
容
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
左
記
の
と
お
り
訂
正
さ

せ
て
い
た
だ
く
と
も
に
、
深
く
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

誤 

下
大
迫
隆
史
（
神
子
）
故 

上
大
迫
慶
子

正 

下
大
迫
隆
史
（
神
子
）
故 

下
大
迫
慶
子

　
さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の

災
害
義
援
金
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

〇
令
和
６
年
９
月
能
登
半
島
大
雨
災
害
義
援
金

〇
令
和
６
年
度
能
登
半
島
地
震
災
害
義
援
金

〇
令
和
６
年
度
沖
縄
県
北
部
豪
雨
災
害
義
援
金

〇
中
東
人
道
危
機
救
援
金

〇
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
南
部
避
難
民
救
援
金

〇
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
人
道
危
機
救
護
金

〇
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救
援
金

〇
イ
ス
ラ
エ
ル
・
ガ
ザ
人
道
危
機
救
援
金

※
最
新
の
受
付
状
況
に
つ
い
て
は
、
さ
つ
ま

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
災
害
義
援
金
受
付（
Ｒ
６
年
12
月
末
現
在
）

皆
様
の
善
意
に

　
　
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

寄
付
者
名
（
住
所
）
故
人
《
敬
称
略
》

（
町
内
は
大
字
、
町
外
は
住
所
地
）

　
香
典
返
し
寄
付�
57
件

63
万
円

【車いすの貸出について】
　さつま町社会福祉協議会では、高齢者や障がいのある方が、
一時的に外出及び外泊される際に車いすが必要な場合、おおむ
ね１ヵ月間を目安に無料で貸し出しを行っております。
　お気軽にご相談ください。

さつま町社会福祉協議会
☎（0996）52-1123

〈エコキャップ収集について〉
　さつま町社会福祉協議会（宮之城ひまわり館）では、
収集したエコキャップをリサイクル業者へ売却した利益
を「世界のこどもにワクチンを　日本委員会」へ寄付し
ています。
　不要なエコキャップがございましたら、お持ち込みく
ださい。



この広報誌の発行には赤い羽根共同募金が使われています。

令和７年１月発行 （8）

社会福祉法人　さつま町社会福祉協議会

【心配ごと相談】

　　　※予約は必要ありません。

相談員：さつまくらし・しごと
　　　　サポートセンター職員

場　所：宮之城ひまわり館　相談室

日　時：毎週木曜日
　　　　午前１０時００分～１２時００分

【無料法律相談】
　　※事前に予約が必要です。
　　　☎：（０９９６）５２−１１２３

相談員：弁護士
場　所：宮之城ひまわり館　相談室
日　時：毎月　第３木曜日（原則）
　午後１時３０分　～　午後４時３０分
※１件が30分程度のご相談になります。

さつま町社協HP
・事務局（宮之城ひわまり館）	 ☎（0996）52-1123　FAX（0996）52-1148
・福祉給食センター	 ☎（0996）52-1191
・訪問介護事業所、訪問入浴介護事業所	 ☎（0996）21-3603　FAX（0996）52-0448
・障害者訪問介護事業所、障害者訪問入浴事業所	 ☎（0996）21-3603　FAX（0996）52-0448
・障害者相談支援センター	 ☎（0996）52-1123
・権利擁護センター	 ☎（0996）52-1865
・さつまくらし・しごとサポートセンター	 ☎（0996）52-2443
・地域包括支援センター	 ☎（0996）52-4690
・老人福祉センターいぬまき荘	 ☎（0996）55-9055

社会福祉
法　　人

さつま町社会福祉協議会
さつま町ボランティアセンター

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
道
具
の
貸
出

　
さ
つ
ま
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
高
齢
者

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン
等
で
活
用
で
き

る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
道
具
の
貸
し
出
し
（
無

料
）
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

信教寺保育園様　勤労感謝の贈り物をありがとうございました。


